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注：本書は情報提供のみを目的としています。下記の事項は、マテリアルやコード、機能の提供を確約するものではな

く、また、購買を決定する際の判断材料とはなりえません。本書に記載されている機能の開発、リリースおよび時期に

ついては、弊社の裁量により決定いたします。 

 

ORACLE PARTITIONING 
 
 

Oracle Partitioning 

• 第 8 世代の実績のある機能 

• 市場で広範に利用されるもっとも包

括的な製品 

• パーティション化による、さまざま

なアプリケーションの性能、可用性、

および管理性の向上 

• データベース内部の情報ライフサ

イクル管理への有効性：オンライン

の"階層型アーカイブ"による維持管

理費の大幅な削減 

• アプリケーションの変更なく実装 

Oracle Partitioning は、Oracle Database 11g Enterprise Edition のオ

プションであり、さまざまなアプリケーションの管理性、性能、

および可用性を強化します。パーティショニングを使用すると、

表、索引、および索引構成表を細分化して、これらのデータベー

ス・オブジェクトを詳細に管理し、アクセスできます。オラクル

は、すべてのビジネス要件に適合する総合的なパーティショニン

グ方式を提供しています。さらに、SQL 文では完全に透過的なの

で、OLTP から Oracle Data Warehousing まで、あらゆるアプリケー

ションにパーティショニングを適用できます。 

Oracle Partitioning の利点 
パーティショニングは、管理性、性能、および可用性を改善して、さまざまなア

プリケーションに大きな利点を提供します。第 8 世代の Oracle Partitioning は、非

常に高い可用性要件を持つマルチテラバイト・システムを構築するための実績あ

る重要な機能です。 

たとえば、通常、特定の問合せやメンテナンス操作の性能を大幅に改善するため

にパーティショニングを使用します。さらに、パーティショニングにより、関連

のある古い情報をオンラインのまま低価格記憶デバイスに保存する、"階層型

アーカイブ"方式を使用して、維持管理費を大幅に削減することもできます。そ

のため、Oracle Partitioning を使用すると、大規模な環境に、効率的でシンプル、

さらに非常に強力な情報ライフサイクル管理が実現します。 

 

Oracle Partitioning の基本事項 
パーティショニングを使用すると、表、索引、または索引構成表を細分化できま

す。このように細分化された各データベース・オブジェクトのことを、パーティ

ション(複合オブジェクトの場合はサブパーティション）と呼びます。各パーティ

ションには固有の名前があり、オプションで表圧縮を有効にしたり、パーティ

ションを異なる表領域に保存したり、あるいは異なる ASM ディスクグループに

保存したりするなどの固有の記憶特性を持つこともできます。データベース管理

者にとっては、パーティション化されたオブジェクトは、一括または個別に管理

できる複数の構成要素です。そのため、管理者は、パーティション化されたオブ

ジェクトを非常に柔軟に管理できます。ただし、アプリケーションにとって、パー

ティション化された表は、パーティション化されていない表と同じです。 
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SQL DML コマンドを使用して表にアクセスする場合、変更は不要です。 

表は、どのパーティションに行が存在するかを指定する一連の列である"パー

ティション化キー"を使用してパーティション化されます。Oracle Database 11gは、

多様なパーティション化方式と高度なメカニズムにより、市場でもっとも包括的

なパーティション化を提供します。データのアクセス方法に基づいた表のパー

ティション化について推奨する、Partition Advisor も使用できます。 

 

次の表に、Oracle Database 11g で使用できるすべての基本的なパーティション化

方式の概要を示します。 

パーティション化方式 データの配布 ビジネス・ケースの例 

レンジ・パーティショ

ニング 
連続した値の範囲に 
基づく 

• order_date でパーティ

ション化した Orders
表 

リスト・パーティショ

ニング 
順不同の値のリストに 
基づく 

• 国別にパーティショ

ン化した Orders 表 

ハッシュ・パーティ

ショニング 
ハッシュ・アルゴリズム

に基づく 
• customer_idでパーティ

ション化した Orders
表 

コンポジット・パー

ティショニング 
レンジ-レンジ 
レンジ-リスト 
レンジ-ハッシュ 
リスト-リスト 
リスト-レンジ 
リスト-ハッシュ 
Interval-Range *  

範囲、リスト、ハッシュ

の上述した基本的なパー

ティション化方式の 2 つ

の組合せに基づく、もし

くはインターバル・パー

ティショニング 

• order_date で範囲パー

ティション化し、

customer_id で ハ ッ

シュ・サブパーティ

ション化した Orders
表、order_date で範囲

パーティション化し、

shipment_date で範囲

サブパーティション

化した Orders 表 
 

選択可能なパーティション化方式に加えて、Oracle Database 11g では、以下の拡

張パーティション化を使用できます。 

パーティション化方式 データの配布 ビジネス・ケースの例 

インターバル・パー

ティショニング 
間隔を定義し、等幅の範囲

を提供する。最初のパー

ティションを除き、対応

するデータが到達する際

に、必要に応じてすべて

のパーティションが自動

的に作成される。レン

ジ・パーティショニング

の拡張。 

• '01-Jan-2007' か ら 始

まる定義済みの間隔

と、order_date でパー

ティション化した

Orders 表 

REF パーティショニ

ング 
子表のパーティション

化パーティショニング

は、主キーと外部キーの

関係を通じて親表から

継承される。パーティ

ショニング・キーは、子

表の実際の列には格納

されない。 

• order_date でパーティ

ション化した（親）

Orders 表範囲、および

パーティション化方

式を継承した（子）

order lines 表。order_ 
date 列は、親 Orders
表にのみ存在する。
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バーチャル・カラ

ム・パーティショニ

ング 

パーティショニングは上

記のパーティショニング

方式の 1 つによって定義

され、パーティション・

キーは仮想列に基づき

ます。仮想列は、ディス

クに格納されず、メタ

データとしてのみ存在

する。 

• Orders 表には、顧客

アカウント番号に基

づいて販売地域を導

出するバーチャル・

カラムがある。Orders
表は、販売地域に

よってリスト・パー

ティショニングされ

る。 
 

索引構成表は、レンジ・パーティショニング、リスト・パーティショニング、ま

たはハッシュ・パーティショニングが可能です。Oracle Database 11g は、3 種類の

パーティション索引も提供しています。 

ローカル・パーティション索引：ローカル・パーティション索引は、パーティション

表の索引であり、基礎となるパーティション表と同じ方法でパーティション化されま

す。ローカル索引の各パーティションは、基本となる表のただ 1 つのパーティション

に対応します。 

グローバル・パーティション索引：グローバル・パーティション索引は、表から

の異なるパーティション・キーを使用してパーティション化された、またはパー

ティション化されない表の索引です。グローバル・パーティション索引は、レン

ジによるパーティション化のみでパーティション化できます。 

グローバル非パーティション索引：グローバル非パーティション索引は、実質的

に非パーティション表の索引と同じです。索引構造はパーティション化されませ

ん。 

オラクルは、表、索引、および索引構成表用の強力なパーティション方式を提供

しています。そのため、パーティション化を任意のビジネス環境で任意のアプリ

ケーションに最適に適用できます。 

さらに、オラクルは、表のパーティションを管理するために、新しいパーティショ

ンの追加、削除、切り詰め、パーティション化、結合などの包括的な SQL コマ

ンド･セットを提供します。パーティションを移動して圧縮します。 

管理のための Oracle Partitioning 
Oracle Partitioningオプションを使用すると、管理しやすいように表や索引を細分化でき

るので、データベース管理者は、データ管理の"分割統治"方式を採用できます。 

パーティション化により、特定の表にメンテナンス操作を集中できます。たとえ

ば、データベース管理者は、表全体をバックアップする代わりに、表の単一パー

ティションだけをバックアップできます。データベース・オブジェクト全体に渡

るメンテナンス操作の場合はパーティション単位で実行できるので、メンテナン

ス作業を管理しやすい単位にパーティション化できます。 

管理のためのパーティション化の典型的な使用方法は、データ・ウェアハウスに

おける"ローリング・ウィンドウ"方式のロード・プロセスのサポートです。たとえば、

DBA が週 1 回、新しいデータを表にロードすると仮定します。表をレンジ・パー

ティショニングしたとすると、各パーティションには 1 週分のデータが入ってい

ます。このとき、ロード・プロセスは、単に新しいパーティションの追加となり

ます。単一のパーティションを追加することは、他のパーティションを変更する必要

がないため、表全体を変更するよりはるかに効率的です。パーティション表から

データを消去する場合も同様です。大量のリソースを使用し、削除するすべての
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データに作用する DELETE コマンドを発行するのではなく、簡単で高速のデータ・

ディクショナリ操作である、シンプルなパーティションの削除が行われます。 

性能のための Oracle Partitioning 
データ・ボリュームが増加すると、検査を必要とする追加データのためにシステ

ムの性能が低下するという共通の問題があります。Oracle Partitioning は、検査ま

たは操作するデータ量を制限することで、この問題を解決しています。そのため、

非パーティション表では実現不可能なほど大幅に性能が改善します。Oracle 

Partitioning オプションは、次のような多くの性能改善を提供しています。 

パーティション・プルーニング：パーティション・プルーニングは、パーティショ

ンを使用したもっともシンプルで効果的な性能改善方法です。たとえば、アプリ

ケーションが出荷履歴のある出荷表を含んでおり、この表が 1 日単位でパーティ

ション化されていると仮定します。1 日分の出荷を要求する問合せは、出荷表の

ただ 1 つのパーティションにアクセスします。出荷表に過去 2 年間のデータが

入っている場合、この問合せは、730 のパーティションの代わりに 1 つのパーティ

ションにアクセスすることになります。この問合せは、パーティション・プルー

ニングにより、約 700 倍も高速になる可能性があります。パーティション・プルー

ニングは、Oracleの他のすべての性能機能でも機能します。オラクルでは、任意

の索引方式、結合方式、またはパラレル・アクセス方式とともに、パーティショ

ン・プルーニングを利用する予定です。 

パーティション・ワイズ結合：パーティション化は、パーティション単位の結合

方式を使用して、複数表の結合性能を改善することもできます。パーティショ

ン・ワイズ結合は、結合する 2 つの表に適用でき、これらの表は結合キーの上で

パーティション化されます。パーティション・ワイズ結合は、大きな結合を各パー

ティションの間で実行される小さな結合にパーティション化するので、結合全体

の所要時間が短縮されます。そのため、シリアル実行と並列実行の両方で、性能

が大幅に向上します。 

可用性のための Oracle Partitioning 
パーティション化されたデータベース・オブジェクトは、高可用性戦略の重要な

部分であるパーティションの独立性を提供します。たとえば、表の中で1つのパー

ティションが使用できない場合でも、その他すべてのパーティションはオンライ

ンで使用できるので、アプリケーションはこのパーティション表に対して問合せ

やトランザクションの実行を継続することができ、使用できないパーティションに

アクセスする必要がない場合、これらのデータベース操作は正常に実行されます。 

さらに、パーティション化により、スケジュール済み停止時間を削減できます。

パーティション化によって提供される性能向上により、データベース管理者は、

比較的小さなバッチ・ウィンドウで、大型データベース・オブジェクトのメンテ

ナンス操作を完了できます。 

Oracle Partitioning による情報ライフサイクル管理 
もっとも低コストで大量のデータを保存するという今日の課題は、Oracle 

Partitioning を使用することで解決できます。データにアクセスする方法を理解す

ることで、"階層型アーカイブ"方式のオンライン部分を解決するためには、個々

のパーティションの独立性が重要となります。特に履歴データを含む表では、

パーティション化により、個々のパーティション（またはパーティションのグ

ループ）を異なるストレージ階層に保存できるので、異なる物理的属性や価格ポ

イントが実現されます。たとえば、2 年間のデータが含まれている Orders 表の場
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合、最近の四半期を高価なハイエンド・ストレージ階層に保存し、表の残り（デー

タの約 90%）を低価格ストレージ階層に保存できます。 

関連記事の見出し 

 
 

関連製品とサービス 

• Oracle Partitioning は、Oracle Database 
11g Enterprise Edition のオプション

です。 

Oracle Partitioning を使用すると、ユーザー・アクセスに影響を与えずに、ストレー

ジ・コストが大幅に低下します（通常、50%以上のコスト削減が可能）。そのため、

保存情報の維持管理費が最適化されます。 

あらゆる人のための Oracle Partitioning 
Oracle Partitioning は、ほとんどすべてのデータベース・アプリケーションの管理

性、性能、および可用性を大幅に強化できます。パーティション化は、最先端の

アプリケーションに適用でき、これら最先端のアプリケーションを成功させるた

めの非常に重要なテクノロジです。その一方で、アプリケーションの管理を簡素

化し、管理コストを削減できるので、一般的なデータベース･アプリケーション

にも適用することが可能です。 

パーティション化の新機能や改善された機能を考慮すると、Oracle Database 11g

は、1997 年の Oracle Partitioning の発表以来の、もっとも重要なリリースと言えま

す。すべての主要なリリースで、オラクルは、新しいパーティション化方式の追

加、拡張性の強化、または管理性とメンテナンス機能の拡張を通じて、パーティ

ショニング機能を強化してきました。オラクルは、すべてのビジネス要件に対し

て最適のパーティションを実行できるように、今後も引き続き、新しいパーティ

ション化方式を追加していく予定です。 
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